


2020年度（第19期）事業報告書
＜令和2年4月1日から令和3年3月31日＞



締切日時　　　2021年5月20日（木）
締切時間　　　17：00
総会形式　　　みなし総会（書面にて）
集票場所　　　FG21事務局



　

特定非営利活動法人　フォレストぐんま21



2020年度（令和2年度）事業報告
事業全体
　　　世界的規模でのコロナウイルス感染が拡大して、昨年から今年、いまも365日連日コロナ禍の報道がない日がないほど世の中が混乱してしまった。群馬県においても山本一太知事から生活の縮小、巣ごもりの奨励と連日活動自粛が要請された。特定非営利活動法人フォレストぐんま21（以下ＦＧ21という）においても山本一太群馬県知事の指導に従い森や山での活動・イベントの活動を自粛した。自粛要請を受けＦＧ２１は前年度の反省・令和2年度の行事予定を会員とともに討議する重大な総会がフェース・ツー・フェースによる直接討議ができず、世の中の総会の大半がそうであったように、FG21においても初めての試みである書面総会になった。　　　　　　　　
第1波のコロナウイルス感染拡大に伴い、また群馬県の指示に従いFG21は、4月中頃～5月末まではすべての活動を自粛した。6月には第1波のコロナ禍の感染が落ち着いてきたころからFG21の活動が再開したものの、コロナ禍の感染拡大が予想される活動や場所は避けての再開であった。再開は、コロナ禍の感染が少ないと思われる手入れの遅れている山や森での活動からでした。皮肉にも、コロナ禍の下では企業の森づくり・青少年の林業体験教室など普及啓発活動ができなかったことは残念だが、反面我々のビジョンである「理想の森づくり」の実作業活動へ集中できたことは令和2年度の成果だった。
　　
以下各事業について説明します。
　安全作業について
　　4月1日から3月31日まで52回と有志による作業についても全工程で重大な事故がなかった。参加者の安全に対する心構えに敬意を表します。
　理想の森づくり事業
上野線、坂倉線、北榛名線、吾嬬山線における各林道でのライフライン確保・林産物の運搬道の整備をおこなった。
　　五町田における拡大竹林の整備、奥田の放置竹林の整備、新巻の保守竹林の整備は薮化した竹林から有害獣侵入防止？や景観を守ることができた。
　　高崎観音山にて有害獣を深山に導く篠や蔓を切り見通しのいい里山整備を行った。
　企業の森づくりの事業
森林ボランティア底辺の拡大を目的に行っているが令和2年度の春、秋における企業の森づくりは10月に群馬県トラック協会が実施したものの他企業は中止された。
　青少年育成事業
　　コロナ禍の為に前橋工業高校はじめ全ての林業体験活動は中止になった。
　他のボランティア活動応援事業
昨年コロナ禍のため中止になった多々良沼自然公園を愛する会主催の多々良沼のヨシ刈は今年実施したことから群馬県の春の風物詩ヨシ刈として参加した。
　イベント、普及啓発事業
　　コロナ禍対策として3密＝人が集まる＝が採られたことからすべて中止になった。
　循環型資源活用事業
専業農家である等松氏によるポーラス竹炭効果があったサツマイモの収穫を行い土壌改良されていることが実感できた。
ポーラス竹炭の炭化窯は水上町に貸し出したが他ボランティアから希望がなかった。
ＦG21会員の有志による「薪づくり」を行い、循環型資源の大切さを実感した。
　研修事業
7月に刈払い機の取り扱い、10月にはチェンソー取り扱い各研修を行った。
林業技術の研修では1月に綿貫氏を講師とした手入れが遅れた森の樹木の密度、理想の森の密度計算を習った
2月には三山工業の協力による器具の講習を行った。
　財務内容
　6月、運営資金が枯渇することが予想されたため群馬県ＮＰＯ資金の借り入れを検討し、群銀等の金融機関にも働きかけたが7月持続化給付金200万が給付されたことにより、健全財政が維持された。

しかし、コロナ感染拡大防止のため5月翌年2月の全活動停止とコロナ禍に翻弄された1年であった。

1.　事業実施の日時
　　　期間　令和2年4月1日～令和3年3月31日
　　　年間計画86回・実施回数69回実施した。年間通じて長雨や新型コロナウイルス等で中止回数が多くなった。
延べ参加人員（理事会含む）636人（会員536人一般100人）である。
2.　事業内容・実施面積
　　　下刈（20.43Ha）除間伐（0.5Ha真竹の皆伐含む）その他植樹作業をおこなった。
　　　間伐材活用（薪づくり）を行った。
3.　賞罰
　　　11月市村副理事長が瑞宝双光章を受章する。FG21会員のステータスが上がる。
　「群馬の竹林の現状」を全林研の発表したところ3月に全国林業研究グループ会長賞を受賞する
　　日本野鳥の会群馬支部より「野鳥の森」整備に対して礼状をいただく
　　多々良沼自然公園を愛する会からヨシ刈の参加に対して礼状をいただく。
4.　事業実施地　　
　　　都道府県名　群馬県管内
市町村名　　前橋市・高崎市・渋川市・東吾妻町・館林市・邑楽町。
　　　森林所有者　国・群馬県・市町村・個人
5.　広報と募集方法　　　
チラシは一新してすりなおした。
年3回のフォレスト通信を発行した
ホームページは随時メンテナンスをした。
広報誌「理想の森づくり」として制作した。
　　　正会員は8月1名、3月には2名の若手の会員が入会した。
6.　正会員（3月31日現在）
　　　個人正会員　41名　　　　　　　　　法人正会員　2社
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　　　　　　　　　　　　　　　2020年度貸借対照表
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2020年度財産目録
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（法第28条第１項関係様式例）　　　　　　　　　

　役　員　名　簿

　令和4年3月31日現在
特定非営利活動法人フォレストぐんま21

	役職名
	氏名
	住 所 又 は 居 所
	報酬の有無

	理事
	菊川熙英
	群馬県前橋市天川大島町1丁目36番地15
	無し

	理事
	西條祝夫
	群馬県前橋市下新田町366番地5
	無し　　

	理事
	平野瀧次
	群馬県館林市瀬戸谷町2260番地6
	無し　　

	理事
	市村良平
	群馬県吾妻郡中之条町大字中之条１３６４番地1
	無し　　

	理事
	安藤吉英
	群馬県高崎市上中居町1648番地8
	無し

	理事
	本間行夫
	群馬県藤岡市本郷353番地3
	

	理事
	陶和孝
	群馬県高崎市吉井町南陽台1丁目17番地4
	無し

	監事
	泉久志
	群馬県北群馬郡榛東村大字新井683番地10
	無し　　

	監事
	三原昭夫
	群馬県高崎市鼻高町40番地3
	無し



（備考）１　「役職名」欄には、理事、監事の別を記載する。
２　「住所又は居所」欄には、住民票等により証された住所又は居所を記載する。
３　「報酬の有無」欄には、報酬を受ける役員には「有」、報酬を受けない役員には「無」を記載する。
４　役員総数に対する報酬を受ける役員数（「報酬の有無」欄の「有」の数）の割合は、３分の１以下でなければなりません（法第２条第２項第１号ロ）。



（法第２８条第１項関係様式）　

前事業年度の社員のうち１０人以上の者の名簿

令和3年年3月31日現在

（特定非営利活動法人の名称）
特定非営利活動法人フォレストぐんま21
　　　　　　　　理事長　菊川　熙英
	NO
	氏名
	住所

	1
	阿左美徹
	前橋市青柳町352番地2

	2
	市村　良平
	吾妻郡中之条町中之条1364番地1

	3
	勝田　梅代
	高崎市石原町3016番地3

	4
	陶　和孝
	高崎市吉井町南陽台１丁目１７番地4

	5
	西條　祝夫
	前橋市下新田町366番地1

	6
	菊川　熙英
	前橋市天川大島町1丁目36番地15

	7
	木村　清司
	沼田市石墨町2088番地5

	8
	大関　修
	太田市台之郷町1146番地

	9
	小池　一男
	前橋市六供町564番地1

	10
	小山　實
	高崎市倉賀野町1806番地15



（備考）
１　時点は前事業年度の最終日を記載する。
２　「氏名」欄には、法人にあっては、その名称及び代表者の氏名を記載する。
３　名簿は、前事業年度の末日現在における社員のうち１０人以上の者の氏名及び住所又は居所を記載する。
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